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上月　有紀（こうづき ゆうき)

京都府出身
金融や教育業界で営業職を経験

2016年　久米島旅行で風の帰る森プロジェクトを知り、移住計画
2018年　地域おこし協力隊として大阪から久米島へ移住

男の子２児の母
趣味は身体に優しいおやつやパン作り（食べるより作る派）

自己紹介



活動報告
風の帰る森プロジェクトについて

プロジェクトストーリー

プロジェクトテーマ

今年度のミッション

今年度の地域連携活動報告

活動の振り返り



風の帰る森プロジェクトはは2015年2月、東日本

大震災にあった子ども達や心や身体にケアを必要

とする子ども達が、自然の中で時間を忘れてゆっ

たりと過ごすことができる場所を作ることを目的

に発足しました。

　発起人（堀野富洋氏）が計画を発案し、それに

賛同した友人である著名なアニメーション監督

が、資金を支援してくださる形で拠点となる建物

が銭田森林公園内に完成している。

　この建物を中心に「里山・里海づくり」に繋が

る活動も行う壮大なプロジェクトです。

風の帰る森
プロジェクト



2015

プロジェクトストーリー

始動

島民有志の活動開始




里山里海再生

人を育む

異文化交流




を掲げ島民でプロジェク

トを創ることを目指す。

有志メンバーが協議を重

ね、施設機能や活動の方

向性を模索する




開館準備

プレイベント実施




銭田森林公園内の森の中に

ひっそり佇む赤い屋根の建

物が完成。

プレイベントとして医療的

ケアが必要な子どもたちと

の島内外交流

「久米島キッズケアラボ 」

を開催

2020年春
「風の帰る森交流施設」

として開館



島宿・風の帰る森
風森カフェ

風森学童クラブ
風森文庫（図書室利用）
を有する複合施設として

開館

現在..



プレオープン

2019

開館

2020 2022

人が集う場所へ



コロナ禍真っ只中での開館
により昨年度は利用制限が
あったが、2年目は予約不
要等での開館/運営実施。
建物周辺の公園内整備も進
み、より利用しやすい交流

施設として進化中..



プロジェクトテーマ

保養と交流
新しい風を吹き込む

独特な良いものを作りだす

異文化交流

森をまもり川をまもり海をまもる
自然循環の中で生活/経済をつくる

地域自然の見直しと活用
再生可能なエネルギーと持続可能な開

発

里山・里海再生

自然の中で人間らしく生きる
感性を磨く
本から学ぶ

歴史と文化を学ぶ

人を育む





令和３年度のミッション

・地域連携
・島内外の子ども交流促進
・プロジェクト概要冊子作成について
・その他

コロナ禍で先の見えない世情を鑑み、

今年度は

に焦点をあてた活動を展開した

地域連携



地域連携
活動

・絵本読み聞かせ会　定期開催

・認知症カフェと連携した「移動風森文庫」

の開催

人を育む

里山里海再生活動
・赤土流出対策講座　開催

・「田畑づくりから始まる100年先の森づくり」

ワークショップ開催



人を育む
風森文庫
絵本の読み聞かせ会　

島内の保育園・幼稚園・小学校を中心に読み聞か

せ活動を行なっている「絵本読み聞かせサークル　

ふくぎのくくる」と連携して毎月第３日曜日に

「風森文庫絵本読み聞かせ会」を開催。

毎回異なるサークルメンバーが読み聞かせを行う

ことで、地域の方が読み手として多数参加。

また定期開催することで読み聞かせの開催と施設

利用について認知度UPに繋がった。

広く開放的で常時換気可能な図書室空間のため、

密回避での開催が実現。小さな子連れ親子の参加

者には大変好評だった。



人を育む
移動・風森文庫　の開催　
集落支援員が行う独居老人の見守り活動の一つで

ある「青空カフェ（認知症カフェ）」の実施と連

携し、「移動・風森文庫」を開催。

風森文庫を館外に持ち出し、交通弱者の高齢者や

多世代に向けたプロジェクト認知度UPを目指し

活動。定期開催を目指していたが、高齢者向けの

活動により慎重に情勢を見ながら開催。夏以降、

毎月１〜３回程度での実施となった。

バーブや植物テーマの風森文庫を片手に、島の自

然や植物などの話題になることが多く、多世代か

つ地域交流の場になっていた。



里山里海再生
風の帰る森プロジェクトが考える
「里山里海再生」について

・森をまもり川をまもり海をまもる
・自然循環の中で生活・経済をつくる
・地域自然の見直しと活用
・再生可能なエネルギーと持続可能な開発

を基軸としています。

島の自然と人との良い関係とは何か？
を考え具体的なアクションを起こすための活動とし
て
今年度は「赤土に関する講座」「休耕地の再生」に
関する２点について展開。



里山里海

赤土流出対策に関する講座の開催

（一社）久米島の海を守ると連携し、『NPO法人沖縄グリーン
ネットワーク』理事長の西原隆氏を講師として招き「赤土と私
たちの暮らし」を開催。
沖縄グリーンネットワークは沖縄本島で、赤土等流出防止のた
めの活動を行っており、グリーンベルトの植栽や、普及啓蒙活
動などを行っている団体です。

久米島の美しい海を守るために知っておくこと
赤土と私たちの暮らし

について赤土模型を使いながら分かりやすく解説頂きました。

・主催：（一社）久米島の海を守る会
・後援：（一社）帰風舎（風の帰る森プロジェクト）



田畑づくりから始まる100年先の森づくり
ワークショップの実施

施設周辺の休耕地を再生したい
島の自然と人との良い関係について考えるきっかけを作りたい

島の農業や持続可能な環境とは何か
「今」を生きる私たちが行動することで100年先も残したい風景を守りたい

・主催：（一社）帰風舎
・共催：久米島町役場
・後援：久米島町教育委員会、公益財団法人沖縄県地域振興協会

このような想いを元に島の子どもたちと一緒に休耕地の再生として

畑作りをスタートしました。

地域の農家さんを講師として招き、全7回のワークショップを企画・運営・実施。

銭田地域の歴史や島の成り立ちを学ぶことから始め、土作り、作物の植え付け、

収穫、収穫野菜の加工までを参加者と共に作り上げました。

最終回は島の若手農家さんと「島の自然と農業」をテーマにトークセッションを

開催。ワークショップは屋外での畑作業を中心に運営しました。

毎回子どもから大人まで「島の自然について考える」場づくりとして楽しい雰囲気

もあり、参加者同士のつながりも生まれました。

里山里海



▲ワークショプの様子



▲ワークショプの様子



▲ワークショプの様子



▲ワークショプの様子



▲ワークショプの様子



▲ワークショプの様子



▲ワークショプの様子









活動の振り返り
2018年2月より着任、産休・育休を経て実質4年間久米島町の地域おこし協力隊

として活動しました。関わる関係各所の方々には無事に任期終了できたことにつ

いて、この場をお借りして感謝申し上げます。

本プロジェクトは島内外の支援者、有志メンバー、他様々な関係機関が関わって

おり、着任当時は関わる人・モノ・ことの交通整理にとても苦労したことを覚え

ています。

活動拠点となる施設開館に向けた運営サポート、施設運営をしている帰風舎

法人と連携を取りながら常に試行錯誤しながらプロジェクトを進めて

いきました。協力隊としてできることを常に模索しながら「地域連携」は

とても大きな課題でもありました。まずは「知ってもらう」きっかけ作りを

仕組み化すること、情報発信、何より活動継続により地域との信頼関係構築に繋

がることを実感しました。

行政連携も常に課題を抱えている状況でしたが、プロジェクトの方向性や活動に

ついて常にブラッシュアップしたり共有の場を細かに設けることが鍵だと考えま

す。久米島町がスタートしたプロジェクトとして、今後町がどのような「想い」

を描いて本プロジェクトを進めるのか期待「し続けたい」と思います。


